
【背景】思春期にある高校生は身体的変化に加

え自我意識・社会的意識が発達し、不安・いらだ

ち・反抗など精神的動揺が著しい時期であり、この

時期が端緒となり今後の問題行動につながってい

くものも少なくないといわれている。こうしたストレス

フルな環境を成功的に乗り越えていくための力と

して、sense of coherence (SOC)が挙げられる。 
SOC とは、ストレス対処機能、健康保持機能を
持つ、生活世界の見方・考え方に関する概念であ

る。具体的には、世界が首尾一貫している、筋道

が通っている、わけがわかる、腑に落ちる、と言う

感覚であり、自分の内的・心的な環境だけでなく、

外的な周囲の環境も一体化した感覚という点で特

徴的な概念である。SOC は、生物学的因子・生活
環境・社会関係など、その人が保有する汎抵抗資

源によって規定される生活・人生経験を通じ、それ

が良質であると形成が促されると言われている。 
そこで、高校生の SOC を規定する小中学生時
の人生経験について探索的に明らかにすることを

目的とする。 
【方法】対象と方法：2007年 5月(時点 1)およ
び 11月（時点 2）に、都内私立高校の全校生徒
1539名を対象として自記式質問紙調査を実施し
た。時点 1および時点 2に回答した 1444名(有効
回答率 93.8%)を分析対象とした。分析で使用し
た変数：小学校高学年時の意思決定参加経験（友

人関係「友達と何で遊ぶかを考えているとき」など、

学校「スポーツや音楽の合奏・合唱の時のポジショ

ンやパートを決めるとき」など、家庭「家で、あなた

の進路(中学校)を決めるとき」など）（時点1）、13項
目5件法版 SOCスケール(時点2)、小学生時、中
学生時における成功経験（学業、スポーツ、芸術、

部活・クラブ活動、友達との関係、いじめられた経

験）（時点 2）であった。分析方法：性別に、学年を
共変量とし、各経験を独立変数、SOCを従属変数
とした共分散分析を行ない、統計学的有意水準は

5%とした。 
【結果】小学校高学年時の意思決定参加経験に

ついては、男女共通して、「友達と何で遊ぶかを考

えているとき」「友達同士でどこに遊びに行くかを

考えているとき」「友達同士で遊んでいて、新しく

ルール(順番交代のルールなど)を作るとき」「スポ
ーツや音楽の合奏・合唱の時のポジションやパー

トを決めるとき」「（運動会や学芸会を含む）大会や

コンクールでの種目や曲目を決めるとき」「委員長

やリーダー、議長、班長など代表者を決めるとき」

「運動会や発表会や学芸会などでグループやクラ

スごとで出し物を考えるとき」「クラスや委員会、クラ

ブの活動目標を決めるとき」「家で、家族旅行の旅

行先を決めるとき」「家で、あなたの進路(中学校)
を決めるとき」に参加しているほど SOC が高くなっ
ていた。ただし、「家で、あなたが習い事やけいこ

事や通信教育を新しく始めるかどうかを決めると

き」など、家庭における経験は女子のみで関連が

見られた。また、小中学生時に男女共通してスポ

ーツが得意であった、友達とうまくやっていけたほ

うであったほど、SOC は高く、いじめられた経験が
あるほど SOC が低かった。勉強、芸術面では、男
子で中学時代のみ、部活動は小学生時、男子で

中学時代のみで差が見られた。 
【考察】今回検討した意思決定への参加経験、

成功経験があったことは高校生時の SOC が高い
ことにつながる可能性があることが明らかとなった。

その一方で、関連が見られない経験も見られてお

り、全ての経験が重要ではない可能性もわかった。

今後は縦断的なデザインおよび他の対象につい

て検討すると共に、効果的な学校環境整備や運

営方策の開発に向けた検討が望まれる。 
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